平成23年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　　　項：観光費　　　目：観光開発費
	事業名:  新「ぎふ旅スタイル　２０１１（仮称）」実施事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　総合企画部　観光・ブランド振興課　観光企画担当　電話番号：058-272-1111（内3075）

　E-mail：c11334@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：12,000千円（前年度予算額：　　　0千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　観光客・観光消費額の増大を図るため、これまで、岐阜の宝ものなど新たな観光資源を発掘・育成するとともに、自然・健康・癒しなどをテーマとして岐阜の魅力を満喫できる新たな旅のスタイル「ぎふウェルネス・ツーリズム」の創出に取り組んできたが、これらの新たな岐阜の観光の魅力（じまん）を県民自信に知ってもらい、国内外へ広く情報発信する年間を通じたシリーズイベント“「ぎふ旅スタイル　２０１１（仮称）」”を実施し、「ぎふウェルネス・ツーリズム」の本格的な展開を図る。
○「飛騨・美濃大交流大会」（基幹イベント）
・ぎふウェルネス・ツーリズムを象徴する観光地やおすすめの観光ルートを紹介する企画展示

・各観光地の食や地場産品等を実際に味わうことができる物産市
・観光大使等が岐阜の魅力を紹介するステージイベント
・国内外の旅行会社等を招聘した県内観光関係者等との交流会・商談会
○「ぎふ旅スタイル展」（スポットイベント）
・高橋尚子杯ぎふ清流マラソン等の県主要行事とのタイアップによる観光企画展（４回）　　　　　　　　　　　　
	２　所要経費


・「飛騨・美濃大交流会」（基幹イベント）開催経費　　　　7,000千円

・「ぎふ旅スタイル展」（スポットイベント）開催経費　　　3,800千円
・メディアへのＰＲ経費　　　　　　　　　　　　　　　　1,200千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　　３　地域の魅力を高め、観光交流を拡大し、消費を増やす

　　・地域の魅力を広め、観光誘客を拡大する
	２　これまでの取組状況


新たな観光資源を発掘・育成し、これまでに「小坂の滝めぐり」、「東濃の地歌舞伎と芝居小屋」、「乗鞍山麓五色ヶ原の森」を全国に通用する観光資源「岐阜の宝もの」として認定するとともに、これらを活用した魅力ある滞在型観光地の造成を地域と連携して実施。こうした新たな観光資源に、白川郷、飛騨高山、下呂温泉などの観光地、食や地場産品をつなぎ合わせ、自然・健康・癒しなどをテーマとした岐阜の魅力を満喫できる新たな旅のスタイル「ぎふウェルネス・ツーリズム」の創出に向けた取組を進めている。
	３　これまでの取組に対する評価


　「小坂の滝めぐり」、「乗鞍山麓五色ヶ原の森」においては、ボランティアガイドの育成やガイドツアーの実施など、観光客の受入れ体制整備が進み、観光資源として地域の魅力が高まり、例えば、五色ヶ原での自然体験と高山市内の古い町並み散策などをセットにした宿泊滞在型ツアーの実施など、地域ならではの観光メニュー化が始まるなど、「ぎふウェルネス・ツーリズム」を本格的に展開し、具体的な観光客・観光消費額の増大を図る体制が整ってきている。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	12,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	12,000

	決定額
	12,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	12,000


